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り上げることで対応してきた。 

しかしながら、視点を変えて、担当する大学教員を

主体として考えてみると、この結果は、自らの担当す

る教科についての教育現場での貴重な情報を提供して

くれていると捉えることができる。教育実習を終えて、

大学に戻ってきた学生の多くが、現場での体験によっ

て問題意識を持って授業に臨むようになり、実習前よ

りもはるかに授業の大切さを口にする。教育現場でな

ぜ多くの知識や技能が必要とされているのかを理解す

ることによって、学習への取り組みが深まるのであろ

う。 授業を行う大学教員も、単なる知識の伝達者では

なく、現場の状況を把握し、それを反映した授業展開

を行い、学生にいかに伝えるかが重要である。 

５．おわりに 

 

保育実習や教育実習の巡回の折りに現場の教員と懇

談する機会はあっても、あくまでも話の中心は実習生

の実習状況が中心であり、自己の担当する教科に関し

ての教育現場での状況について密に情報交換すること

は難しい。現場の教員をゲスト講師として呼ぶことも

一つの方法であるが、教員免許講習を好機と捉え、活

用することも有効な手段である。今回のこの結果を保

育内容・環境Ⅰや保育内容・環境Ⅰ、理科や理科教育

法、生活や生活科教育法などの授業に何らかの形で反

映してゆきたい。この点でも、より多くの教員が教員

免許状更新講習を担当することが望まれる。また、今

までの、事前アンケートの項目は最小限のものである

が、上記の視点から、次年度はその項目内容を新たに

検討して臨みたい。 

なお、本稿に掲載した野外実習の写真は岡崎公典学

長に撮影いただいたものである。ここに記して感謝の

意を表したい。 
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ピアスーパーバイザーからのコメント 

教員免許更新制度は受講者にとって時間や費用の面

で大変負担のかかることであり、それだけに開講する

側の責任は重い。本稿は事前に受講者からの要望を調

査しそれに応える内容で構成された講習の実践報告で

ある。ここでは受講者が講習によって新たな知見や経

験を得たということの他に、大学教員側が教育現場で

の貴重な情報を、講習の場によって得られることが述

べられており、教員免許状更新講習が一方的な知識、

技術の伝授の場ではなく、互いに学び合う場として捉

えられている。養成校教員にとって担当する科目の現

職の教員・保育士がどのように子どもの姿を捉え、接

しているかという現状を知ることは重要であり、今後

もこのような講習の場が積極的に設けられ、大学の教

育に活かされることを願う。  

（担当：佐藤 有紀） 
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                                    第３類 

視野を広げる造形活動 2016 

佐藤 有紀 

SATO Yuki 

本稿は毎年夙川学院短期大学で実施されている教員免許状更新講習で開講している『視野を

広げる造形活動』の実践報告である。この講習のタイトルは子どもたちの自由な表現活動を支

えるためには保育者・教育者自らが子どもたちの幅広い思いや表現意欲を受け止めることので

きる広い視野を持たなければならないと考え設定しているものである。対象は現職の保育者・

教育者であることから、この講習は大学教員側の立場からは現在の保育・教育の現場の造形指

導に関する傾向や問題点を知ることのできる貴重な機会となっている。本論では活動の実践内

容と受講者の感想から、今後の保育教育における造形活動についての問題点や指導のあり方に

ついて考察した。 

キーワード： 造形活動 教員免許状更新講習  平面技法  表現 環境  

1. はじめに 

夙川学院短期大学では平成２１年（2009年）から免

許状更新講習を行っており、筆者はこの講習を担当し

てから今年度（2016年）で8回目になる。 

この教員免許状更新講習の目的は『教員として必要

な資質能力が保持されるよう、定期的に最新の知識技

能を身に付けることで教員が自信と誇りを持って教壇

に立ち、社会の尊厳と信頼を得ることを目指すもの』

とされている。 

筆者が担当している造形の分野の講習では、その目

的に沿うように平成２２年（2010年）からは『視野を

広げる造形活動』というテーマを設定し、現職の保育

士、小学校、幼稚園教諭が目の前の子どもたちに寄り

添いながら楽しく表現活動を行うためのきっかけとな

るような内容を企画している。講習を行い毎回受講者

の意見を聞くことにより、この講習が大学側から一方

的に知識技能を教授する場ではなく保育士養成校教員

である筆者にとっても保育、教育の現状を知り、学ぶ

ことのできる貴重な場であることを実感している。 

本稿は平成２８年（2016年）の教員免許状講習『視

野を広げる造形活動：午後の部』の実践報告である。

この講習の内容と受講者の感想から現在の造形指の問

題点、また保育・教育の現場で子どもたちと造形活動

を行うにあたり本当に必要な視点を改めて考察する。 

 

２．事前アンケートとその結果 

 

この『視野を広げる造形活動』は選択領域の講座で

ある。午前の部、午後の部に分かれており、筆者は午

後の部（13:20~16:50）を担当した。開講日は平成28

年８月27 日、28日、29日で、受講者数は合計83名

であった。この講座を行う前にこの講座『視野を広げ

る造形活動』で期待をする内容についてのアンケート

調査を行った。その回答は以下のようなものである。 

また、 

・幼児が楽しく造形活動ができる指導方法や遊びが知りたい。 

・新しいアイデアがほしい・様々な技法を知りたい 

・絵画指導も教えてほしい。毎年の造形展が悩みです 

・おちついて遊ぶことのできる遊具の代わりとなるような造形活動

が知りたい。 

・子どもの集中力の途切れない活動が知りたい。 

・子どもたちに対する有効な言葉がけを知りたい。 

・子どもたちの自由な発想を引き出せる表現活動を学びたい。 

・豊かなイメージをはぐくめるような教育のあり方について知りたい。 
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・自分には自信のない分野であり基本からしっかり学びたい。 

というように、造形の分野に苦手意識をもっているた

め、それを克服し子どもにとっても楽しい造形活動が

知りたい、という意見もあった。 

3. 実技講習 

3.1  「視野を広げる造形活動：午後の部」の概要 

 

 事前のアンケート調査の結果をうけて筆者が担当し

ている「視野を広げる造形活動：午後の部」では以下

のような講習内容を実施した。 

 

教員免許更新講習 「視野を広げる造形活動」 

午後の部 

時間：１３：２０～１６：５０ 

場所：図工教室 １テーブルに４人掛け 

材料：教材用クレパス、水彩絵の具、油（食用）画用

紙 

道具：筆、割りばし、スポンジ、ハサミ、カッターナ

イフ、マスキングテープ、ボンド 

１．はじめに 

今回の講習の造形活動について 

 

２．製作Ⅰ．基本的な描画素材を再体験する 

① クレパス  

（塗る）   ・転写あそび 

（こする）  ・ステンシルあそび 

（伸ばす）  ・混色  

② 水彩絵の具 

（偶然性を楽しむ）・デカルコマニー 

         ・スタンピング 

（はじきの効果） ・油との混合 

３．製作Ⅱ．立版古製作（平面から立体へ） 

① 立版古とは  

② 立版古製作               

   偶然できたイメージを立ち上げ発展させる。 

   新たな視点で描画をみる。 

４．鑑賞 

             

 

今回の活動は保育・教育の現場でもよく使用する素

材を用いた描画活動とその活動で作った平面作品を用

いて、立体作品の製作に展開していく内容である。こ

の活動は保育者・教育者である受講者自身が子どもの

視点に立ち返って行い、その活動を発展させて自分

自身にとって新たな視点を開く試みである。そのた

めにはまず今回の講習の活動を行う上で留意する点

として 

・「活動中、他人の視線や作品の出来具合のことは気

にせず、自分の作業に集中すること。」 

・「ありふれた画材をもう一度初心に帰って素材その

ものの感触を味わいながら使ってみること。」 

・「作品の仕上がりではなく作業の行為そのものに意

識を集中して作品を作ること。」 

などを挙げた。 

 

3.2 製作Ⅰ．様々な平面技法 

  ～基本的な描画素材を再体験する～ 

 

基本的な描画素材を用いて画材そのものの特質を味

わいながら様々な平面技法による表現あそびを行う。

そしていくつかの平面技法を体験しながら複数の作品

をつくる。 

この作業を行う前に、現代美術の抽象表現主義の主

要なアーティストであるジャクソンポロックの作品を

図録で紹介した。 

 
ジャクソンポロック「オータム・リズムno.30」(部分）エナメル、キ

ャンバス 266.7×525.8㎝ 1950 

この作品の解説によると、「この作品は、ポロックの

ドリップペインティングの中で最も有名な作品で、そ

のなみ外れた大きさと果てしないエネルギーは観るも

のを渦としぶきの複雑な網の目の中へと誘い込む（中

略）ポロックの抽象絵画からは焦点や枠をはじめとす

る伝統的な画面構成の概念が取り払われている。～」

とある。 
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ポロックはこの作品を現代美術作家としての自覚を

もって描いており、子どもの描く絵とは別の次元のも

のである。子どものなぐりがきのような自然発生的な

表現であるが、そこには作為がある。しかし作家がこ

のような制作をする時は子どもが自らの意思で絵を描

くときと同じようにその画材の質感や、どんなふうに

変化するかということに集中して無心で作品と向かい

あっているであろう。 

描く行為そのものに喜びや楽しさを感じている子ど

もの描画からはこのような美術作品のように新鮮な美

しさや躍動感が現れる。この「製作Ⅰ」ではまずその

描画そのものの楽しさを改めて体験し、画材の特質を

味わうことを目標とした活動を行う。 

「製作Ⅰ」では保育の現場でもよく使用されるクレ

パスと水彩絵の具を使用した。これらの画材による

様々な技法でできた線や形を重ねて数枚の平面作品を

描く。 

 

① クレパスによる平面技法 

○ 「塗る」技法：８つ切り画用紙を更に半分にした

サイズのものを好きな色で隙間なく濃く塗り、カラフ

ルな色面を作る。その画用紙を用いて、型うつしをし

たり、指で伸ばして、色を広げたりして、別の画面に

様々な模様を描いたり色々の太さの線をひいて遊ぶ。

その際、具体的なものは描かず、偶然生まれる色面や

線を楽しみながら画用紙の白い画面に跡をつけてゆく。 

○ 「伸ばす」技法：別の画用紙にクレパス線を油で

溶かしながら指で伸ばす、またはスポンジで伸ばす。 

という作業で、画用紙に様々な効果を試してみる。 

クレパスとはクレヨンの伸びをよくした画材で本学

の造形授業で学生もよく使用するが、色鉛筆を扱うよ

うに、同方向ななめにうっすらと、しかしムラがある

塗り方する傾向があり、描線に力がないこと、線質が

一定で使いこなせていない傾向があり、画材に対する

興味の希薄さが気になっている。 

ここでは、クレパス素材にしっかりと触れ、その線

質の変化、違う物質と混ざりあうことによっての効果

の変化、を体験することを目的とした。 

 

② 水彩絵具を使った平面技法 

別の八つ切り画用紙にデカルコマニーやスタンピン

グ技法をもちいて、偶然性を楽しみながらカラフルな

画面をつくってゆく。また、あえて筆は用いず、スス

ポンジを使って、水彩絵の具に油（食用）を混ぜて描

画する方法を紹介した。 

 

最初は、これらの技法を使って自由に画材をのせた

り描いたりしていくことに抵抗を感じている受講者も

みられたが、作業が進むにつれどんどん、素材そのも

のに集中して画面をつくっていく様子がみられた。そ

の結果、講習Ⅰの終了時にはカラフルで様々な表現の

平面作品が沢山出来上がった。 

 

 

3.3 製作Ⅱ．立版古製作（平面から立体へ） 

～平面素材を用いた絵画作品の展開～ 

 

線や面を重ねるとそれだけで画面に奥行きがでる。「製

作Ⅱ」ではその奥行きのある平面にさらに手を加えて

奥行きのある「立版古」風の立体空間製作を行った。 

この「立版古」とは江戸時代に流行したおもちゃ絵

であり、一枚の紙に様々な部品が印刷されているもの

を切り抜いて、切り抜いた絵を組み立てて舞台のよう

な模型をつくるものである。ここでは浮世絵で有名な

葛飾北斎『神奈川沖波裏』の版画を立版古にしたもの

を紹介し立版古について説明を行った。 
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参考作品：葛飾北斎 木版画『神奈川沖波裏』 

 
参考作品：ペーパークラフト立版古シリーズ北斎「神奈川沖波裏」集

文社（筆者組み立て）１２５０×８９×９０mm 

 

日本人の絵画空間に対するイメージは浮世絵にある

ように、線遠近法という方法で表現された三次的空間

の絵画表現になじみが深い。これは古来より壁に絵を

直接描いていた西洋人とは違い、日本人は水平な画面

に絵を描き、立体の奥行きを表す際その絵をたてて配

置し空間を作っていく感覚があるからといわれている。

浮世絵の版画や歌舞伎の書き割りや大道具が生み出し

た世界観もこれによるとされている。 

「製作Ⅱ」ではこの立版古の仕組みを利用して「Ⅰ」

で作った平面を立てて配置し、奥行きのある立体画面

を作り、平面作品を違う視点でながめてみる。また、

不思議な立体空間を作ってみる。という提案をした。 

まず、製作Ⅰで作成した平面作品の中の形や線を切

り抜いて見立てあそびの要領で様々なイメージの形を

自由につくる。一度描いた画面にハサミを入れ、違う

方向から見たり組み合わせたりすることによって、新

しいイメージが生まれたり、具体的なものに見えたり

する。そしてできたものを組み合わせたり並べたりし

て別の画用紙で作った箱状の空間の中に立てて配置し、

立版古のようにて箱の中を舞台のようにして独自の空

間をつくり上げていく。 

 

「平面作品を切り取る」 

 

「組み立てる」 

この「製作Ⅱ」では、無作為に作ったものに作為を

加え、作品を作り上げるものとした。「難しい」という

声も聞こえてきたが、作業が進むにつれて、それぞれ

の創作に没頭していく様子がみられた。 

立版古の土台となる箱状のものは「製作Ⅰ」で描い

た画用紙で作り、サイズは統一していたが、制作が進

むにつれてどんどんイメージが枠からはみ出るダイナ

ミックな表現も現れた。 
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平面素材で作った立版古の完成作品は 

・具体的な形が配置されて物語になっている作品 

・情景・風景を表したもの 

・抽象的なイメージが自由に配置された空間 

・趣向をこらして複雑な視覚効果をねらったもの 

など、様々な作品が出来上がった。 

 

 

「海のイメージ」 

 
「物語のイメージ」 

 

「幼稚園のイメージ」 

 

3.4 鑑賞会について 

鑑賞会はテーブルの上をギャラリースペースにして

作品とその横に作品についてコメントを書く用紙を設
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置した。受講者は鉛筆一本もち、それぞれが他の受講

者の作品の横に置かれてあるコメント用紙に感想を書

くという方法で行った。鑑賞の時間は３０分取ってい

るためほぼ全ての作品をお互いに観ることができ、用

紙は沢山のコメントで埋まった。 

 

 

3.5 講習の振り返り 

講習後に以下の質問で受講生からの意見・感想を聞い

た。 

「今回は、造形活動についての固定的な概念や方法論に

縛られることなく、目の前の子どもたちに寄り添いながら

楽しく表現活動を行うために少しでも視野を広げていた

だけるきっかけになればと講習内容を企画いたしまし

た。本日の免許更新講習を受験して、特に貴方が「視野

が広がった」と感じるのはどのような面においてでしょう

か？」 

 

受講者回答（抜粋） 

○ クレパス、絵具、様々な画材に触れ、作品を作ることに

よって私自身忘れていた「画材を使っていろんなことが

楽しめる！」ということに気づかされました。現代の子

どもたちはメディアに囲まれて育っているので、画材に

よって使い分けること、一つの画材でも細い線太い線、

また楽しい様々な技法に触れることがなくなってきてい

ます。ただ作品を完成させることだけが造形活動ではな

くその作りだす途中、色々な工夫を重ね失敗したりうま

くできたりを繰り返しながら自分の作品を作っていく、

それこそが造形活動の一番大切なことだと感じました。 

 

○ 沢山の技法を教えていただきました。保育の現場でも技

法は使いますが何に使うかという使い道をわかった上で

その物のために技法を取り入れて模様などのために使っ

ていました。今日は何に使うかはわからないまま素直に

線を描き、技法そのものを楽しむことができました。こ

れこそ決まりきったものではなく自由な発想で作るとこ

とが「視野の広がり」がありました。 

 

○ はじめにクレパスで自由に塗っていく技法は普段子ども

たちと一緒に塗っているものの、自分で塗るとこれだけ

夢中になるのかといつもと違う感じ方をしました。その

他の技法どれもが子どもたちの驚きや興味が目に浮かぶ

くらい楽しむことができそれだけでも視野が広がりまし

た。また色々な技法を自由に描いている偶然性を利用し

てまた画材の特質を活かして平面素材から発展した造形

活動として立体へと作っていく面白さを体験していくこ

とにより感じることができました。偶然できたイメージ

を発展させていくことは難しかったけど、「こんな風にみ

えるかな、こんな風に作ってみよう」と思うことで自分

の視野はどんどん広がったように思います。 

 

○ 普段は子どもの絵をみるとき「この線は勢いがある」「こ

の子は頭足人間、」「足の関節がでてきた」など発達面を

見ていることが多いのですが、今日は子どものころの心

にたち帰り取組みました。そして気づいたのはやはり「発

想力」「想像力」「イメージする力」そしてそれを「形に

する力」が大切だということです。造形活動は心の中の

吐き出す表現であり、言葉にならない感情を吐き出して

形作り自分の人となりを確かめる活動のように感じまし

た。 

 

○ 自分の作品を他の方に見て頂きまた、他の方の作品も見

ることができて様々な表現の仕方があってとても驚きま

した。自分にはない考えを知ることができるのも「視野

を広げる」きっかけになりました。 

沢山感想が書いてあり嬉しかったです。どんな作品であ

れ「認めてもらう」ことで自信になり次の作品への意欲

につながると思います。 

 

○ 型にはまった考えで子どもに接するのではなく様々な考

え方や方法を取り入れ、子どものような柔軟な考え方で

造形活動をしていきたいと思いました。 

 

○ 子どもたちの画材への触れ合い親しみに関しては本当に

薄くなってきていると思います。決められたカリキュラ

ムの中では難しいこともあるかと思いますが幼少期には

汚れを気にせず画材にしっかり触れ合える環境を作って
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あげることが大事だなと思いました。自分自身がしっか

り画材にふれて造形を楽しまないと子どもたちにも伝え

ることができないと思います。 

 

○ 私はついつい「絵を描かせないと」「上手にできた作品を

残さないと家に持って帰らせられない」と思っていまし

た。子どもの表現を大切にといいながらプレッシャーを

与えて描かせてしまっていたので、まず上手に描かせよ

うという思いを取り除き楽しんで取り組んでいきたいと

思いました。 

 

○ 私自身製作は苦手で好きでない。これは子どもの頃から

人の目が気になり失敗を恐れるところからきていると思

っているが自分がそうであるからこそ子どもたちにはそ

ういう苦手意識を持ってほしくないと思っている。今日

の講義で今まで以上に自由に表現すること思いのままに

表現することができる環境を作っていきたいと思えた。 

 

○ 日頃はテーマがあった上でそこに向けて仕上げていくと

いう造形活動を行っていますが、今回は始めのうちは何

も図形など考えずにただ線を描いていくだけの活動。そ

の後できた素材を組み合わせて自分でテーマを決めて一

つの作品を作り上げた点です。私自身保育者でありなが

ら表現力が乏しく図工が苦手な方です。初めからテーマ

が決まっていて完成に向けて・・・となるとつい身構え

てしまいます。完成というゴールの部分を示すだけでな

くそこへの向かい方を教えていくこともまた大事だなと

感じました。そういったきっかけをつくっていくことか

ら少しずつでも造形活動に興味をもってもらえるとそれ

がまた子どもたちの成長でもあるし私たち保育者の喜び

にもつながっていくことと思います。私自身が苦手意識

をもっている間はどうしても楽しさが伝わっていかない

と思うので自分自身も少しずつでも日ごろから造形活動

に関わって意識改革をしていくことも今後の課題だなと

感じました。 

 

上記の回答は全受講者の回答の一部であるが、全体

の感想をみても、この講習の目的が「実際の活動を改

めて見直し感じ直すことによって作品のみかたの視野

を広げること」であるという意図が伝わっており、多

くの受講者は造形活動においては作品の完成よりもそ

の過程が大切であるものと捉えていることが分かった。

しかしそれぞれの現場の事情、環境や時間、カリキュ

ラムなどによって様々な制限があり、望むような活動

をすることが難しい現実も見られる。 

また互いの作品を鑑賞することによって様々な視点

を得られたという感想も多くみられ、子どもの絵を

みる時に大人の意見だけではなく、子ども同士でお互

いの作品について話しあいたいという意見もあった。 

4. まとめ 

２章のアンケートでは講座に対する要望として単に、

新しい技法や保育あそびのネタが欲しいというような

意見が多く見られた。しかし教育・保育要領に明記し

てあるように保育者がすべきこととは、単に知識、技

術の伝授ではなく、子どもがあそびの中で自己表現を

ようとする気持ちを捉え必要な素材や用具を用意した

り援助したりしながら、子どもの表現意欲を満足させ、

表現する喜びを味あわせることである。また、 

「園児の場合、必ずしも、初めにはっきりとした必要

性があって、かいたり、つくったりしているのではな

い。身近な素材に触れて、その心地よさに浸っている

ことも多い。やがて線がかけることや形が組み合わさ

れて何かに見立て、遊びのイメージを持ち、それに沿

ってかき加えたり、作り直したりする場合もある。」 

とあり、今回の講習では受講者が子どもの気持ちに

立ち返りその感覚を再体験できる造形活動を「視野を

広げる」という目的で提案した。 

その結果、その感想により、保育士・教員はその活動

の楽しさを楽しみ子ども自らが発展させていくことの

大切さを理解していながらも、日々の現場では結果重

視の表現活動になりがちであることがわかった。その

原因は造形活動のねらいが「表現」の領域のみに置か

れているためではないだろうか。初めのアンケートで

「子どもが楽しめる活動を教えて欲しい」という意見

も多く見られたが、そのような活動をするためには領

域「環境」の周囲様々な環境に好奇心や探究心を持っ

てかかわり、それらを生活に取り入れていこうとする

力を養うというねらいを忘れてはならない。保育者が

あそびの中から生まれる子どもの表現をしっかりと受

け止め、またその活動を広げてゆくということが造形

の指導なのである。ここでは子どもに「～させる」と

いうように、「表現活動を指示する」のではなく「表現

活動が生まれる」、『動機』や『環境』、を培うことが重

要なのである。 
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ていました。今日は何に使うかはわからないまま素直に

線を描き、技法そのものを楽しむことができました。こ

れこそ決まりきったものではなく自由な発想で作るとこ

とが「視野の広がり」がありました。 

 

○ はじめにクレパスで自由に塗っていく技法は普段子ども

たちと一緒に塗っているものの、自分で塗るとこれだけ

夢中になるのかといつもと違う感じ方をしました。その

他の技法どれもが子どもたちの驚きや興味が目に浮かぶ

くらい楽しむことができそれだけでも視野が広がりまし

た。また色々な技法を自由に描いている偶然性を利用し

てまた画材の特質を活かして平面素材から発展した造形

活動として立体へと作っていく面白さを体験していくこ

とにより感じることができました。偶然できたイメージ

を発展させていくことは難しかったけど、「こんな風にみ

えるかな、こんな風に作ってみよう」と思うことで自分

の視野はどんどん広がったように思います。 

 

○ 普段は子どもの絵をみるとき「この線は勢いがある」「こ

の子は頭足人間、」「足の関節がでてきた」など発達面を

見ていることが多いのですが、今日は子どものころの心

にたち帰り取組みました。そして気づいたのはやはり「発

想力」「想像力」「イメージする力」そしてそれを「形に

する力」が大切だということです。造形活動は心の中の

吐き出す表現であり、言葉にならない感情を吐き出して

形作り自分の人となりを確かめる活動のように感じまし

た。 

 

○ 自分の作品を他の方に見て頂きまた、他の方の作品も見

ることができて様々な表現の仕方があってとても驚きま

した。自分にはない考えを知ることができるのも「視野

を広げる」きっかけになりました。 

沢山感想が書いてあり嬉しかったです。どんな作品であ

れ「認めてもらう」ことで自信になり次の作品への意欲

につながると思います。 

 

○ 型にはまった考えで子どもに接するのではなく様々な考

え方や方法を取り入れ、子どものような柔軟な考え方で

造形活動をしていきたいと思いました。 

 

○ 子どもたちの画材への触れ合い親しみに関しては本当に

薄くなってきていると思います。決められたカリキュラ

ムの中では難しいこともあるかと思いますが幼少期には

汚れを気にせず画材にしっかり触れ合える環境を作って
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あげることが大事だなと思いました。自分自身がしっか

り画材にふれて造形を楽しまないと子どもたちにも伝え

ることができないと思います。 

 

○ 私はついつい「絵を描かせないと」「上手にできた作品を

残さないと家に持って帰らせられない」と思っていまし

た。子どもの表現を大切にといいながらプレッシャーを

与えて描かせてしまっていたので、まず上手に描かせよ

うという思いを取り除き楽しんで取り組んでいきたいと

思いました。 

 

○ 私自身製作は苦手で好きでない。これは子どもの頃から

人の目が気になり失敗を恐れるところからきていると思

っているが自分がそうであるからこそ子どもたちにはそ

ういう苦手意識を持ってほしくないと思っている。今日

の講義で今まで以上に自由に表現すること思いのままに

表現することができる環境を作っていきたいと思えた。 

 

○ 日頃はテーマがあった上でそこに向けて仕上げていくと

いう造形活動を行っていますが、今回は始めのうちは何

も図形など考えずにただ線を描いていくだけの活動。そ

の後できた素材を組み合わせて自分でテーマを決めて一

つの作品を作り上げた点です。私自身保育者でありなが

ら表現力が乏しく図工が苦手な方です。初めからテーマ

が決まっていて完成に向けて・・・となるとつい身構え

てしまいます。完成というゴールの部分を示すだけでな

くそこへの向かい方を教えていくこともまた大事だなと

感じました。そういったきっかけをつくっていくことか

ら少しずつでも造形活動に興味をもってもらえるとそれ

がまた子どもたちの成長でもあるし私たち保育者の喜び

にもつながっていくことと思います。私自身が苦手意識

をもっている間はどうしても楽しさが伝わっていかない

と思うので自分自身も少しずつでも日ごろから造形活動

に関わって意識改革をしていくことも今後の課題だなと

感じました。 

 

上記の回答は全受講者の回答の一部であるが、全体

の感想をみても、この講習の目的が「実際の活動を改

めて見直し感じ直すことによって作品のみかたの視野

を広げること」であるという意図が伝わっており、多

くの受講者は造形活動においては作品の完成よりもそ

の過程が大切であるものと捉えていることが分かった。

しかしそれぞれの現場の事情、環境や時間、カリキュ

ラムなどによって様々な制限があり、望むような活動

をすることが難しい現実も見られる。 

また互いの作品を鑑賞することによって様々な視点

を得られたという感想も多くみられ、子どもの絵を

みる時に大人の意見だけではなく、子ども同士でお互

いの作品について話しあいたいという意見もあった。 

4. まとめ 

２章のアンケートでは講座に対する要望として単に、

新しい技法や保育あそびのネタが欲しいというような

意見が多く見られた。しかし教育・保育要領に明記し

てあるように保育者がすべきこととは、単に知識、技

術の伝授ではなく、子どもがあそびの中で自己表現を

ようとする気持ちを捉え必要な素材や用具を用意した

り援助したりしながら、子どもの表現意欲を満足させ、

表現する喜びを味あわせることである。また、 

「園児の場合、必ずしも、初めにはっきりとした必要

性があって、かいたり、つくったりしているのではな

い。身近な素材に触れて、その心地よさに浸っている

ことも多い。やがて線がかけることや形が組み合わさ

れて何かに見立て、遊びのイメージを持ち、それに沿

ってかき加えたり、作り直したりする場合もある。」 

とあり、今回の講習では受講者が子どもの気持ちに

立ち返りその感覚を再体験できる造形活動を「視野を

広げる」という目的で提案した。 

その結果、その感想により、保育士・教員はその活動

の楽しさを楽しみ子ども自らが発展させていくことの

大切さを理解していながらも、日々の現場では結果重

視の表現活動になりがちであることがわかった。その

原因は造形活動のねらいが「表現」の領域のみに置か

れているためではないだろうか。初めのアンケートで

「子どもが楽しめる活動を教えて欲しい」という意見

も多く見られたが、そのような活動をするためには領

域「環境」の周囲様々な環境に好奇心や探究心を持っ

てかかわり、それらを生活に取り入れていこうとする

力を養うというねらいを忘れてはならない。保育者が

あそびの中から生まれる子どもの表現をしっかりと受

け止め、またその活動を広げてゆくということが造形

の指導なのである。ここでは子どもに「～させる」と

いうように、「表現活動を指示する」のではなく「表現

活動が生まれる」、『動機』や『環境』、を培うことが重

要なのである。 
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５. 今後の課題 

  

これから保育・教育に携わる学生にとっても、表

現活動のねらいを深く理解することは大切なことであ

る。それを経験・体得するためにどのような授業をつ

くってゆけばよいか。大学での造形活動のあり方を改

めて考えていきたい。 

 

 

参考文献・資料： 

・『世界で一番美しい名画の解剖図鑑』監修Karen 

Hosack Janes 寄稿・編集 Ian Chilvers  /Ian  

Aczek 発行者 澤井聖一 発行所 株式会社エク

スナレッジ 2013年 

・『立版古 江戸・浪速 透視立体紙景色』伊奈輝三 

株式会社 INAX 1993年 

・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』 

内閣府・文部科学省・厚生労働省 株式会社フレー

ベル館2015年 

 

 

ピアスーパーバイザーからのコメント 

本論文は、本学で実施されている教員免許状更新講

習で開講された『視野を広げる造形活動』の実践報告

です。現場で働く保育者・教育者たちは、文中にもあ

るように日々の仕事に追われ、結果ありきになってし

まっていることに気づきながらも、後戻りする間もな

くカリキュラムをこなしています。この実践は、過程

を大切に考えることをもう一度認識できるものである

と感じました。特に、製作Ⅰでの画材の持ち味を生か

し、何かを作り上げることを意識せず、自由に画材を

のせたり描いたりしていく創作活動は、保育・教育で

の造形活動の基本を思い出させるものです。技法を学

ぶことも必要ですが、このような活動をより多く経験

し、保育者・教育者自身の視野を広げることが、子ど

もの自己表現を育むことにつながっていくと思いま

す。 

（担当：田中 麻紀子） 
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                                  第 3 類 

「国語科教育法」における取り組みと課題 

三木 麻子 

MIKI Asako 

本稿では、本学（夙川学院短期大学）児童教育学科の講義「国語科教育法」を受講する学生

の意識の変化とそれに応じて変化させた授業のあり方を報告する。そして、より実践力を求め

るようになった近年の学生に対し、いかにして教育実習での学びに対応してゆける力をつけて

ゆくのか、具体的には指導案を作成し、国語の授業を組み立てるために学生自身がどのような

点に留意してゆけばよいのか、という観点から行った稿者の授業とそれに対する学生の取り組

みと課題について考察する。 

 

キーワード：国語力、指導案、模擬授業、能動的な授業参加（能動的学修） 

1. はじめに 

本学、児童教育学科では、保育士資格・幼稚園教諭

二種免許・小学校教諭二種免許の三種の資格・免許が

取得できる。学生は入学時に希望する資格・免許に応

じて授業を選択し、資格・免許取得に必要な科目を履

修してゆく。実習も同様であるが、幼稚園・小学校の

教育実習に関しては、いずれかの実習先を選択すれば

よいので、就職先として希望する校種への実習を選択

するよう指導される。つまり、幼稚園であるのか、小

学校であるのか、その実習先によって入学当初の学生

の希望する就職先が判明することになる。 

当初と述べたのは、小学校での実習を行った学生が、

保育実習を通じ、保育園への就職を望むようになる場

合もあるからである。 

また、保育士や幼稚園教諭を目指す学生は、就職後

の必要性を鑑みて、保育士資格・幼稚園教諭二種免許

の両方を取得することを指導されるので、就職先を幼

稚園か、保育園かで迷うようになる場合もある。 

その場合でも、幼児教育を中心に、先生として人と

関わる仕事に就きたいという明確な志望を持って入学

する学生は、単位の取得状況などにより希望を変更せ

ざるを得ない場合も含め、三種の資格・免許のいずれ

かを生かした専門就職をする。 

保育園・幼稚園のいずれにせよ、幼児教育を志す学

生が大半であるので、小学校での実習を希望する学生

の数は入学者（定員170名）の１割以下である。 

しかし、意欲のある学生は幼児教育に隣接する小学

校での学びを理解するために、小学校教諭免許取得に

必要な科目を履修してゆく。そして、実習先が幼稚園

であっても小学校教諭二種免許の取得は可能であるの

で、三種の資格・免許を取得して卒業する学生も確実

に存在する。 

また一方で、小学校教諭二種免許取得に的を絞って

勉強し、教員採用試験合格までをめざしている学生も

増加している。 

ちなみに、かつて児童教育学科は、幼稚園教諭二種

免許を二年間で取得し、卒業後、一年間の専攻科（保

育専攻・2013年３月廃止）に進学して保育士資格を取

得する制度であった。コースとしては、「幼児教育コー

ス」の他に、「初等教育コース」が設けられていた。「初

等教育コース」は、二年間で幼稚園教諭と小学校教諭

の二種免許の両方を取得することができるコースであ

ったが、40名前後入学していた「初等教育コース」の

学生たちも、三年目に専攻科に進学し、保育士資格を

取得した後は保育士への道を進む者が多かった。「初等

教育コース」があった時よりも、特にコース分けをし

ていない現在の方が逆に、真剣に小学校教諭を希望す

る学生が漸増している印象がある。 




